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うで、参加した約6,000人のランナーには気温が高すぎたコンディショ
ンでした。古市場陸上競技場付近の折り返し地点では、大型のカラー
コーンを少し立ち止まってなでたり、たたいたりして折り返すランナー
が何人もいました。関係団体の皆様や多くのボランティアの方々の支え
にあらためて感謝いたします。
　今年の川崎のスポーツは、川崎フロンターレの天皇杯優勝という素晴
らしいフィナーレで幕を閉じようとしています。皆様にとって来年がよ
り良い年でありますようお祈りしております。　　　　　　　（黒田）

　新型コロナウイルスの感染拡大は、日本の感染症対
策や医療体制の弱点をあぶりだしたとも言われます。
感染はまだ収束したわけではありませんが、多くの犠
牲と献身的な取り組みによって得た学びを、私たち一
人ひとりが今後の生活に生かし、次の世代に伝えてい
きたいものです。
　11月19日に開催された「かわさき多摩川マラソン
2023」は、天気の方も少し大げさに祝福してくれたよ
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かわさき多摩川マラソン 2023 ドローン撮影

■■広報誌「スポーツかわさき」はtotoの助成を受け、年間３回３万部を発行しスポーツ情報を広く発信しています。

令和５年度（公財）川崎市スポーツ協会 賛助会員加入のお願い

スポーツ協会掲示板お知らせとお願い ＜詳細は事務局まで＞

【個人会員】敬称略　１口　3,000円以上

秋山　武信

阿部　　勝

伊藤　孝光

伊藤　英樹

上田　　巌

鵜沢　英穂

大髙　常勝

岡田　千臣

荻阪　貞順

小澤　清治

加倉井浩一

片　　忠夫

片田　　実

片山　隆一

加藤　　渉

亀ヶ谷　修

川上　　修

川口　茂樹

川村　一広

菅野　和子

神林飛雄史

北村　　光

齋田　英二

税田　桂子

齊藤　義晴

齋藤　信一

栄居　　学

栄　真理江

佐藤　公一

佐野川聡史

清水ひろみ

菅野　幸夫

鈴木　達夫

鈴木　保美

関口　隆男

高柴　一彦

高田　彬成

高橋　　傳

田中　宏幸

田辺　重幸

田辺　雅章

辻本　雅一

土屋　広夫

富樫　栄子

中山　芳正

【団体会員】敬称略　１口　10,000円以上

IKSインベストメント株式会社

柿生青少年柔道会

神奈川県ボウリング連盟

株式会社アール・エヌ・ゴトー

株式会社川崎第一ホテル

株式会社川崎フロンターレ

株式会社Cyber Fight

川崎弓道会

川崎市空手道連盟

川崎市ゲートボール連合

川崎市サッカー協会

川崎市柔道協会

川崎市ソフトボール協会

川崎市卓球協会

川崎市テニス協会

川崎市なぎなた連盟

川崎市バスケットボール協会

川崎市バレーボール協会

川崎市ハンドボール協会

川崎市ボウリング協会

川崎商工会議所

川崎市陸上競技協会

川崎信用金庫

川崎大師平間寺

川崎野球協会大師支部

川崎緑土株式会社

公益財団法人神奈川県柔道整復師会

合同会社 Body Design Pro

昭和薬品工業株式会社

日本冶金工業株式会社野球部

宮前スポーツセンター

中山　紳一

野崎　房江

花木内敬雄

林　　昭義

平岡　　茂

藤田まゆみ

星　　勝義

星　　晴彦

堀越　　保

松本　　享

松本　博充

松本　　剛

松本　久子

松山　玲子

丸山　　聡

皆川　敏明

宮田光太郎

村田　　享

森　　雅昭

山内　　隆

山田よし子

山本いつき

吉田　英也

和田　雅夫

令和５年12月１日現在
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中山紳一会長（左）と川崎支社長山本伊知郎様（右）

　いつからでも参加できるワンコイン（500円）スポーツ教室は、月曜日（祝日、年末年始を除く）に下記の種
目を通年開催しています。健康維持のため、生活の中に運動する時間を設けましょう。この教室は事前申し込み
は不要ですのでどうぞお気軽にご参加ください。

　平成28年（2016年）６月から「桜本センターワンコインスポーツ教室」は始まり、体
力向上・健康維持のためにこれまで約７年間で延べ6,000人以上と多くの方にご利用い
ただいてまいりました。

　残念ながら当教室は、使用していた建物の老築化により取り壊しが決定し、令和６年３月25日（月）をもちまして
終了となります。　
　これまでのご利用に感謝申し上げますとともに、開校も残り僅かとなりましたが、事前申込みが無く気軽に参
加できますので、是非ご利用ください。

　ゆっくりとした深い呼吸をしなが

ら、基本的なヨガのポーズで身体を

調整していきます。柔軟性の向上や

筋力アップ、ストレス解消にも効果

的です。週始めの月曜の朝にヨガで

身体を整え、開放感も得られます。

　　・時間　10：30～11：30

　　・講師　吉田　咲子

所在地：川崎区桜本１－２－29
アクセス：JR川崎駅東口よりバス利用の場合
　　　　　臨港バス７番乗り場　川23系統「大師行」 
　　　　　　　　　８番乗り場　川22系統「三井埠頭行」
　　　　　いずれも「四つ角」下車 徒歩５分

リフレッシュヨガ

■川崎港湾福利厚生協会　桜本センター

■問い合わせ　電話▶044-739-8844　川崎市スポーツ協会（平日８：30～17：00） リフレッシュヨガの教室風景

令和５年度　スポーツイベントカレンダー
掲載したイベント等は感染症の状況によって、変更になる場合があります。
開催の可否については、お問い合わせください（☎044-739-8844　川崎市スポーツ協会）

※その他に川崎市スポーツ協会の加盟団体が主管しているスポーツ大会が年間を通じて開催されます。

12月

 25月～１月６日土　冬休みスキー＆スノーボード教室

【スノーヴァ新横浜】

　リンパの流れがよくなるストレッ

チとセルフマッサージを行い、自律

神経を整え代謝のよい身体づくりを

体験します。家事の合間や職場での

休憩時間にも手軽にできるマッサー

ジを学びましょう。

　　・時間　13：00～14：00

　　・講師　池田　由美

体幹トレーニング＆ストレッチ体幹トレーニング＆ストレッチ

　ストレッチやデュアルタスク（身

体と頭を同時に使う）等を取り入れ、

基本からしっかり楽しくレッスンし

ます。初めての方でも癒されながら

フラダンスの魅力を体験できます。

　　・時間　　14：30～15：30

　　・新講師　大森　恵

やさしいフラダンスやさしいフラダンス

桜本センター　ワンコインスポーツ教室のご案内

会場周辺の地図

令和６年

３月

 ３日　スケート ＆アイスホッケー体験教室予定

【横浜銀行アイスアリーナ】

 25月～４月２日火　春休みスキー＆スノーボード教室予定

【スノーヴァ新横浜】

お知らせ

2023年度
川崎市スポ―ツ協会研修会・加盟団体連絡会　開催

　９月９日（土）にスポーツ協会研修会・加盟団体連絡会を開催しました。会長の挨拶に

はじまり、第１部は研修会・第２部は加盟団体連絡会を開催し、加盟団体の役員を中心

に51名が参加しました。

【第１部】　

　昨今、スポーツ指導等に係わるハラスメントが社会問題になり、ス

ポーツ庁においてもハラスメントの撲滅に取組んでいます。今回の研修

会では、スポーツ協会の副会長で、帝京大学教育学部教育文化学科　高

田彬成教授により「スポーツハラスメントについて」をテ－マに講演し

ていただきました。

　講演の前半は映像で主なスポーツハラスメントの事例を示していただき、

分かり易く留意すべき点を説明していただきました。

　後半は８班に分け、班ごとにワ－クショップを行いました。

　内容はハラスメントに繋がる事例を複数抽出し、原因ごとにグループ

化をする作業を行いました。参加者からは、「スポーツを指導する上で大

変役に立った。」「改めて指導方法を見つめ直す良い機会になった。」など

の感想をいただき、大変有意義な研修になりました。

	

【第２部】

　各加盟団体に対して、教育委員会事務局からは「部活動の地域移行」

に向けてのアンケート協力依頼、スポ－ツ協会からは、「市民大会のあり方」

「各種事業の申請」「表彰制度の見直し」「等々力緑地再編整備」などの

説明を行い、事業内容の共有化を図りました。

　スポーツ協会が取り組んでいる「市民スポーツ文化の普及・振興、競技スポーツの強化及び指導者の育成を通じて

川崎市のスポ－ツ振興の核づくりに努め、明るく豊かな市民生活の形成に寄与すること」について評価をいただき、

第一生命保険株式会社川崎支社様が、当協会を社会貢献団体として第一

生命サミットにご紹介をいただきました。

　ご紹介に関連して当協会にご寄附をいただくことになり、令和５年10

月18日（水）に、川崎支社長山本伊知郎様、次席支社長渡邉大様にお越

しいただき、目録の贈呈式が行われ、山本支社長様から中山紳一会長に

目録が贈呈されました。寄附金については、協会の法人経営に有効に活

用するとともに、引き続き第一生命保険株式会社様にご支援ご協力を賜

り事業を推進することで、社会貢献に努めてまいります。



　晴天に恵まれた11月19日（日）5,688人のランナーにとっては暑いくらいの気温の中、（公財）川崎市スポーツ協

会中山紳一会長の開会宣言、福田紀彦市長の合図でハーフマラソンからスタートしました。今年度は市制100周年プ

レ大会のため種目もファミリーファンランニングでは未就学児の部門、車いすラン部門を増設して多くの方々に参加

していただきました。他にもゲストランナーYouTuberのHAGIさん率いるランナーがペースメーカーとしてハーフ

では８名、10㎞では７名が走り、記録更新を目指すための力強い味方でした。

　今回、10㎞を完走したHAGIさんは６番目にゴールしたため１位～５位の方は次年度、10㎞の部にご招待いたし

ます。HAGIさんも来年は「リベンジします」と宣言されました。来年度の大会が楽しみです。

　川崎フロンターレOBで今回マラソン大会のコマーシャルにも出演していただき盛上げくれたスペシャルゲストの

中村憲剛さんを迎え、３㎞と車いすのスターター、選手のお見送りと出迎えをしていただきました。「頑張ってくだ

さい」と参加者に声をかけ全員がゲートを通過するまで手を振り見送ってくれました。

　毎年11月23日（祝・木）は川崎市北部の総合型地域スポーツクラブわ・わ・わ, NPO法人中野島総合型クラブビルネ,

NPO法人柿生地区総合型地域スポーツクラブGETが主催し、麻生スポーツセンターで８教室、３作品展を開催しました。

◆麻生スポーツセンター
　お天気に恵まれて昨年より参加者が増えました。全館

フル活用してクラブ紹介と教室の紹介の場として更に有

効活用してください。一緒に楽しみましょう♪

◆ビルネ
　今回の吹矢は的あてゲームしました。子どもたちは喜

んで参加してくれ、私達スタッフも楽しくやらせていた

だきました。

　大人の参加者は基本動作を体験していただきました。

意外と的に当たることや、呼吸法を練習すると日常にも

役立つことがあると思われていたら幸いです。来年も楽

しみにしています。

◆わ・わ・わ
　466名が参加され、このイベントの目的とした地域住

民の健康増進や交流が今年も図れたのがよかった。来年

は、できるだけ多くの教室やイベントを体験してもらえ

るよう工夫していきたと思います。

◆GET
　今回、初教室や毎回盛り上がるボッチャ体験など、元

気に笑顔で楽しく参加してくれました。作品展などたく

さんの方々に見ていただけてよかったです。

　みんなで、もっと楽しい企画を出して盛上げていきま

しょう。

車いすランの選手を拍手で見送る ３㎞のスタート合図後、応援しながら見送る中村憲剛さん

ゴールを先に切ったのは… HAGIさん率いるペースメーカーの皆さん

中山紳一会長の開会宣言

バドミントン体験 HEAT-UPプロレスのレスラーによる防犯教室 スポーツ吹矢（的あて）体験 書道体験教室

デッサン教室　展示 想像力育成教室　展示 書道教室　展示

フロアボール体験 インボディ測定会 合気道体験

卓球体験 トレーニング室 ボッチャ体験

福田紀彦市長のスタート合図

スタート前のHAGIさん

  わくわくイベント 2023第12回
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■活躍するプロ選手達に楽しく教えてもらう姿が見られて、とても嬉しかったです。色々なスポーツで日本選手が

活躍するので、試合を観て楽しむことが増えました。１年中、家族でスポーツ観戦するようになり、共通の楽し

みが増えました。

■最初は緊張気味の子どもたちも準備運動をやるにつれ緊張がほぐれていきました。

ボール練習では選手のお手本を目の前で見て感動していました。憧れの眼差しで目が

キラキラして、自分にもできるかもと意欲が湧き出ていました。

　練習を続けていく中、夢中になってボールを追いかける姿は頼もしさを感じました。

保護者からの感想

等々力交差点付近の様子 ファミリーファンランニング
スタートの様子

ゴール直後の給水所 給水ポイント ボランティアリーダーと
打合せをするボランティアの皆さん

各種目入賞者　1位～3位各種目入賞者　1位～3位

ハーフマラソン総合優勝者 10㎞総合優勝者

サイクルモバイル隊：国士舘大学 ハーフの部：北見方交差点 太助の目（消防局の皆さん） ファミリーファンランニング
家族でゴール

Tシャツ引換所
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車いすラン一般男女の部優勝者に
インタビューするFM川崎の宮内アナウンサー

大会を盛上げてくれた川崎ブレイブサンダース
チアリーディング「IR IS」の皆さん

ハーフ男子30～39歳優勝者
ゴールの瞬間

MCを務めてくれた
川崎壱門　川崎夢琉さん

スタート前のエアロビクスで
盛り上げてくれた稲田愛インストラクター

市内小学校音楽隊も復活しました ハーフ・３㎞の部　
ゴールの様子

野嶋華澄選手・三上晃右コーチと参加者 藤井莉子選手（中央）・古谷ちなみ選手（左）
中釜智哉コーチ（右）と参加者

車いすランスタートの様子 先導員の一般社団法人日本競輪選手会
神奈川支部のお二人

３㎞総合優勝者

ファミリーファンランニング
高学年優勝者

ファミリーファンランニング
低学年優勝者

ファミリーファンランニング
未就学児優勝者

車いすラン一般男女：1位～3位入賞者

ファミリーファンランニング
中学年優勝者

　令和５年９月２日（土）とどろき

サブアリーナで中原区役所主催の

「NECレッドロケッツバレーボール

教室」が開催されました。

　137名の参加者が経験者と未経験

者に分かれてレッドロケッツ選手か

ら直接パスやアタックの基本から学

び、バレーボールの楽しさを教えて

もらいました。

　最後は選手とハイタッチで教室終

了となりました。

■楽しかった！

　スパイク練習が特に楽しかった。全部勉強になった。

■バレーボールの試合が観たいと思った。またやりたい。

■今日、体験してバレーボールを習いたいと思った。

■知らない人と一緒にやって仲良くできて良かった。

2023 NECレッドロケッツ
バレーボール教室

2023 NECレッドロケッツ
バレーボール教室

塚田しおり選手（中央）・廣田あい選手（左）
大原瑞希主務（右）と参加者

川上雛菜選手（左）・柳田光綺選手（右）と参加者 甲萌香選手・今村駿コーチと参加者

参加者からの感想
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　10月９日（祝・月）朝から冷たい雨が降る中、屋外
で開催予定の種目のほとんどが中止となりましたが、
一部の種目は軒下や室内に移動して行いました。事前
予約制のスポーツ教室もサッカー、野球、ラグビー、
テニス教室は中止となり、バスケットボール、卓球、
体操、フロアボール、ボッチャ、チアダンス教室は実
施しました。
　参加者から「普段なかなか触れ合うことができない
スポ―ツを気軽に体験できるとてもありがたい機会で
した。」などの声もあり、スポ―ツの楽しさを子供たちに体験してもらうことができたイベントとなりました。
　参加後、アンケートに回答していただいた方の中から抽選で、富士通スタジアムで開催されるアメリカンフットボー
ルチケット、卓球観戦チケット、ラグビー観戦チケットをそれぞれペアチケットでプレゼントがありました。

　川崎市障害者週間に合わせて第７回「手をつなぐフェスティバル」が11月18
日（土）に開催され、各種展示、体験（ボッチャ・カローリング・車椅子バスケ・
インモーション試乗・キックターゲット・盲導犬と歩行訓練）が実施されました。
　主催は川崎市、川崎市障害福祉施設事業協会、川崎市身体障害者協会で、当協会
はボッチャ体験のブースを担当いたしました。
　ボッチャ体験は、障害をお持ちの方もお持ちでない方にも大変盛況で、約280
名の方に参加していただきました。
　参加された方々から「初めて体験した。おもしろかった。また、やってみたい。」
「ルールが難しいと思っていたが、丁寧に説明してもらいわかりやすかった。」
「ボッチャの用具を買って自分たちでやってみたい。」などの感想がありました。

　市立宮内中学校、大内校長から次のようなレポートを寄稿いただき
ました。　
　神奈川県内の各地区大会を勝ちあがってきた代表校が集い、春に行
われる「第19回春の全国中学生ハンドボール選手権大会」の神奈川
県代表の枠をかけて争う「令和５年度神奈川県中学校ハンドボール新
人大会兼予選会第19回春の全国中学生ハンドボール選手権大会」が
11月25・26日に横浜国際プールで行われた。女子優勝が宮内中学校
（中原区）、男子優勝が西中原中学校（中原区）となり、川崎勢がそ

ろって富山県氷見市で開催される全国大会の出場を決めた。
　大会当日は、各地区代表の男女12校が集まり、トーナメントが行われた。川崎市大会を１位で突破した宮内中学校はシード
として初戦に臨んだ。初戦では横浜第３代表の横浜市立橘中学校と対戦し、30－10で勝利。準決勝では横浜第１代表の中川
西中学校と対戦し、23－14で勝利した。決勝では川崎市大会の決勝でも対戦した川崎第２代表の生田中学校と対戦し、28－
12で勝利を収めた。
　宮内中学校女子ハンドボール部長の岡野美花さん（中２）は、「この結果に結びついたのは、最高の仲間や先生、そして環境
に恵まれ、ライバルチームと高め合いながら、プレーしてきたからです。春の全国大会に向けて日頃から感謝と恩返しを忘れ
ず、『常在戦場』の気持ちを意識して、練習に取り組んでいこうと思います。また、神奈川県代表として誇りをもって挑みます。」
と語った。
　ここ近年による神奈川県中学生ハンドボール界の川崎勢の躍進は、小・中学校の連携や地域の協力があってのものである。中
原区内でハンドボールを始める中学生は、小学校の時のドッジボールを原点にしている子どもが多い。ドッジボールは、冬の寒
さによる怪我等の防止のため、12月から２月までは大会がない。そこで、オフシーズンにハンドボールの普及と発展を目的
に、昭和61年（1986年）に日本で初めてシーズン制を引いて活動を始め、西中原中学校区で活動していたドッジボールチー
ムと少年野球チームの冬場のトレーニングとして、地域の方々や西中原中学校の協力を得て「ちびっ子ハンドボール」が発足した。
　宮内中学校でハンドボール部の部活指導員をしている長村信幸さんは、「３年前から中原区内の子ども会ドッジボールの皆様
のご協力のもと、宮内中学校区の子ども達も参加を始めました。そこに至るまでには、ドッジボールチームの指導者の方々や宮
内中学校卒業生である光武ご夫婦の尽力なくしては、今回の全国大会出場には繋がることはありませんでした。改めて、宮内中
学校ハンドボール部に関わっていただいた地域の皆様方や中原区子ども会ドッジボールの皆様方に重ねて御礼申しあげたいと思
います。全国大会でも川崎市の名に恥じないよう頑張ってきます。」と語った。

　川崎市青少年の家では、年間を通して様々なイベントを開催しています。その中の一つに「チャレンジ体験クラブ」があります。
　このクラブは１年間様々な事にチャレンジして、仲間作りや新しい自分が見つかるキッカケとなるような活動を行っています。
（６回開催）
　第４回目となる今回は、青少年の家独自でルールを決めた鬼ごっこ『オリジナル鬼ごっこ』に挑戦しました。
　小学４年生～中学１年生50人が参加。10人編成で５チームに分かれ、トーナメン
ト方式で対戦。２分ハーフの試合を計５回対戦し、優勝を目指しました。
　プレイホールでは十分な広さのコートが取れず、センターラインから１ｍ四方「立ち
入り禁止ゾーン」を設けて直線的に得点サークルが遠くなるよう工夫しました。

・ディフェンスの守りが堅くてポイントを取るのが難しかった。
・自分がおとりになって守りを引き付けて、得点につなげることができた。
・守りと攻撃が急に変わったりするので切り替えが大変だった。
・うまくディフェンスを突破して得点できた時は気持ちよかった。

ブレイクダンス教室 シッティングバレーボー教室 車いす体験　バリヤフリーマップ紹介

陸上競技教室

チアダンス教室

手をつなぐフェスティバル第７回

青少年の家主催事業

参加者の感想

チャレンジ体験クラブ

優勝優勝
令和５年度神奈川県中学校ハンドボール新人大会兼予選会
第19回春の全国中学生ハンドボール選手権大会
令和５年度神奈川県中学校ハンドボール新人大会兼予選会
第19回春の全国中学生ハンドボール選手権大会
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車いすラン一般男女の部優勝者に
インタビューするFM川崎の宮内アナウンサー

大会を盛上げてくれた川崎ブレイブサンダース
チアリーディング「IR IS」の皆さん

ハーフ男子30～39歳優勝者
ゴールの瞬間

MCを務めてくれた
川崎壱門　川崎夢琉さん

スタート前のエアロビクスで
盛り上げてくれた稲田愛インストラクター

市内小学校音楽隊も復活しました ハーフ・３㎞の部　
ゴールの様子

野嶋華澄選手・三上晃右コーチと参加者 藤井莉子選手（中央）・古谷ちなみ選手（左）
中釜智哉コーチ（右）と参加者

車いすランスタートの様子 先導員の一般社団法人日本競輪選手会
神奈川支部のお二人

３㎞総合優勝者

ファミリーファンランニング
高学年優勝者

ファミリーファンランニング
低学年優勝者

ファミリーファンランニング
未就学児優勝者

車いすラン一般男女：1位～3位入賞者

ファミリーファンランニング
中学年優勝者

　令和５年９月２日（土）とどろき

サブアリーナで中原区役所主催の

「NECレッドロケッツバレーボール

教室」が開催されました。

　137名の参加者が経験者と未経験

者に分かれてレッドロケッツ選手か

ら直接パスやアタックの基本から学

び、バレーボールの楽しさを教えて

もらいました。

　最後は選手とハイタッチで教室終

了となりました。

■楽しかった！

　スパイク練習が特に楽しかった。全部勉強になった。
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バレーボール教室
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塚田しおり選手（中央）・廣田あい選手（左）
大原瑞希主務（右）と参加者
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参加者からの感想
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■活躍するプロ選手達に楽しく教えてもらう姿が見られて、とても嬉しかったです。色々なスポーツで日本選手が

活躍するので、試合を観て楽しむことが増えました。１年中、家族でスポーツ観戦するようになり、共通の楽し

みが増えました。

■最初は緊張気味の子どもたちも準備運動をやるにつれ緊張がほぐれていきました。

ボール練習では選手のお手本を目の前で見て感動していました。憧れの眼差しで目が

キラキラして、自分にもできるかもと意欲が湧き出ていました。

　練習を続けていく中、夢中になってボールを追いかける姿は頼もしさを感じました。

保護者からの感想

等々力交差点付近の様子 ファミリーファンランニング
スタートの様子

ゴール直後の給水所 給水ポイント ボランティアリーダーと
打合せをするボランティアの皆さん

各種目入賞者　1位～3位各種目入賞者　1位～3位

ハーフマラソン総合優勝者 10㎞総合優勝者

サイクルモバイル隊：国士舘大学 ハーフの部：北見方交差点 太助の目（消防局の皆さん） ファミリーファンランニング
家族でゴール

Tシャツ引換所
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　晴天に恵まれた11月19日（日）5,688人のランナーにとっては暑いくらいの気温の中、（公財）川崎市スポーツ協

会中山紳一会長の開会宣言、福田紀彦市長の合図でハーフマラソンからスタートしました。今年度は市制100周年プ

レ大会のため種目もファミリーファンランニングでは未就学児の部門、車いすラン部門を増設して多くの方々に参加

していただきました。他にもゲストランナーYouTuberのHAGIさん率いるランナーがペースメーカーとしてハーフ

では８名、10㎞では７名が走り、記録更新を目指すための力強い味方でした。

　今回、10㎞を完走したHAGIさんは６番目にゴールしたため１位～５位の方は次年度、10㎞の部にご招待いたし

ます。HAGIさんも来年は「リベンジします」と宣言されました。来年度の大会が楽しみです。

　川崎フロンターレOBで今回マラソン大会のコマーシャルにも出演していただき盛上げくれたスペシャルゲストの

中村憲剛さんを迎え、３㎞と車いすのスターター、選手のお見送りと出迎えをしていただきました。「頑張ってくだ

さい」と参加者に声をかけ全員がゲートを通過するまで手を振り見送ってくれました。

　毎年11月23日（祝・木）は川崎市北部の総合型地域スポーツクラブわ・わ・わ, NPO法人中野島総合型クラブビルネ,

NPO法人柿生地区総合型地域スポーツクラブGETが主催し、麻生スポーツセンターで８教室、３作品展を開催しました。

◆麻生スポーツセンター
　お天気に恵まれて昨年より参加者が増えました。全館

フル活用してクラブ紹介と教室の紹介の場として更に有

効活用してください。一緒に楽しみましょう♪

◆ビルネ
　今回の吹矢は的あてゲームしました。子どもたちは喜

んで参加してくれ、私達スタッフも楽しくやらせていた

だきました。

　大人の参加者は基本動作を体験していただきました。

意外と的に当たることや、呼吸法を練習すると日常にも

役立つことがあると思われていたら幸いです。来年も楽

しみにしています。

◆わ・わ・わ
　466名が参加され、このイベントの目的とした地域住

民の健康増進や交流が今年も図れたのがよかった。来年

は、できるだけ多くの教室やイベントを体験してもらえ

るよう工夫していきたと思います。

◆GET
　今回、初教室や毎回盛り上がるボッチャ体験など、元

気に笑顔で楽しく参加してくれました。作品展などたく

さんの方々に見ていただけてよかったです。

　みんなで、もっと楽しい企画を出して盛上げていきま

しょう。

車いすランの選手を拍手で見送る ３㎞のスタート合図後、応援しながら見送る中村憲剛さん

ゴールを先に切ったのは… HAGIさん率いるペースメーカーの皆さん

中山紳一会長の開会宣言

バドミントン体験 HEAT-UPプロレスのレスラーによる防犯教室 スポーツ吹矢（的あて）体験 書道体験教室

デッサン教室　展示 想像力育成教室　展示 書道教室　展示

フロアボール体験 インボディ測定会 合気道体験

卓球体験 トレーニング室 ボッチャ体験

福田紀彦市長のスタート合図

スタート前のHAGIさん

  わくわくイベント 2023第12回
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中山紳一会長（左）と川崎支社長山本伊知郎様（右）

　いつからでも参加できるワンコイン（500円）スポーツ教室は、月曜日（祝日、年末年始を除く）に下記の種
目を通年開催しています。健康維持のため、生活の中に運動する時間を設けましょう。この教室は事前申し込み
は不要ですのでどうぞお気軽にご参加ください。

　平成28年（2016年）６月から「桜本センターワンコインスポーツ教室」は始まり、体
力向上・健康維持のためにこれまで約７年間で延べ6,000人以上と多くの方にご利用い
ただいてまいりました。

　残念ながら当教室は、使用していた建物の老築化により取り壊しが決定し、令和６年３月25日（月）をもちまして
終了となります。　
　これまでのご利用に感謝申し上げますとともに、開校も残り僅かとなりましたが、事前申込みが無く気軽に参
加できますので、是非ご利用ください。

　ゆっくりとした深い呼吸をしなが

ら、基本的なヨガのポーズで身体を

調整していきます。柔軟性の向上や

筋力アップ、ストレス解消にも効果

的です。週始めの月曜の朝にヨガで

身体を整え、開放感も得られます。

　　・時間　10：30～11：30

　　・講師　吉田　咲子

所在地：川崎区桜本１－２－29
アクセス：JR川崎駅東口よりバス利用の場合
　　　　　臨港バス７番乗り場　川23系統「大師行」 
　　　　　　　　　８番乗り場　川22系統「三井埠頭行」
　　　　　いずれも「四つ角」下車 徒歩５分

リフレッシュヨガ

■川崎港湾福利厚生協会　桜本センター

■問い合わせ　電話▶044-739-8844　川崎市スポーツ協会（平日８：30～17：00） リフレッシュヨガの教室風景

令和５年度　スポーツイベントカレンダー
掲載したイベント等は感染症の状況によって、変更になる場合があります。
開催の可否については、お問い合わせください（☎044-739-8844　川崎市スポーツ協会）

※その他に川崎市スポーツ協会の加盟団体が主管しているスポーツ大会が年間を通じて開催されます。

12月

 25月～１月６日土　冬休みスキー＆スノーボード教室

【スノーヴァ新横浜】

　リンパの流れがよくなるストレッ

チとセルフマッサージを行い、自律

神経を整え代謝のよい身体づくりを

体験します。家事の合間や職場での

休憩時間にも手軽にできるマッサー

ジを学びましょう。

　　・時間　13：00～14：00

　　・講師　池田　由美

体幹トレーニング＆ストレッチ体幹トレーニング＆ストレッチ

　ストレッチやデュアルタスク（身

体と頭を同時に使う）等を取り入れ、

基本からしっかり楽しくレッスンし

ます。初めての方でも癒されながら

フラダンスの魅力を体験できます。

　　・時間　　14：30～15：30

　　・新講師　大森　恵

やさしいフラダンスやさしいフラダンス

桜本センター　ワンコインスポーツ教室のご案内

会場周辺の地図

令和６年

３月

 ３日　スケート ＆アイスホッケー体験教室予定

【横浜銀行アイスアリーナ】

 25月～４月２日火　春休みスキー＆スノーボード教室予定

【スノーヴァ新横浜】

お知らせ

2023年度
川崎市スポ―ツ協会研修会・加盟団体連絡会　開催

　９月９日（土）にスポーツ協会研修会・加盟団体連絡会を開催しました。会長の挨拶に

はじまり、第１部は研修会・第２部は加盟団体連絡会を開催し、加盟団体の役員を中心

に51名が参加しました。

【第１部】　

　昨今、スポーツ指導等に係わるハラスメントが社会問題になり、ス

ポーツ庁においてもハラスメントの撲滅に取組んでいます。今回の研修

会では、スポーツ協会の副会長で、帝京大学教育学部教育文化学科　高

田彬成教授により「スポーツハラスメントについて」をテ－マに講演し

ていただきました。

　講演の前半は映像で主なスポーツハラスメントの事例を示していただき、

分かり易く留意すべき点を説明していただきました。

　後半は８班に分け、班ごとにワ－クショップを行いました。

　内容はハラスメントに繋がる事例を複数抽出し、原因ごとにグループ

化をする作業を行いました。参加者からは、「スポーツを指導する上で大

変役に立った。」「改めて指導方法を見つめ直す良い機会になった。」など

の感想をいただき、大変有意義な研修になりました。

	

【第２部】

　各加盟団体に対して、教育委員会事務局からは「部活動の地域移行」

に向けてのアンケート協力依頼、スポ－ツ協会からは、「市民大会のあり方」

「各種事業の申請」「表彰制度の見直し」「等々力緑地再編整備」などの

説明を行い、事業内容の共有化を図りました。

　スポーツ協会が取り組んでいる「市民スポーツ文化の普及・振興、競技スポーツの強化及び指導者の育成を通じて

川崎市のスポ－ツ振興の核づくりに努め、明るく豊かな市民生活の形成に寄与すること」について評価をいただき、

第一生命保険株式会社川崎支社様が、当協会を社会貢献団体として第一

生命サミットにご紹介をいただきました。

　ご紹介に関連して当協会にご寄附をいただくことになり、令和５年10

月18日（水）に、川崎支社長山本伊知郎様、次席支社長渡邉大様にお越

しいただき、目録の贈呈式が行われ、山本支社長様から中山紳一会長に

目録が贈呈されました。寄附金については、協会の法人経営に有効に活

用するとともに、引き続き第一生命保険株式会社様にご支援ご協力を賜

り事業を推進することで、社会貢献に努めてまいります。
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　　12　　スポーツ協会掲示板　賛助会員の皆様

　　１　　かわさき多摩川マラソン2023　ドローン撮影写真

　　２　　スポーツカレンダー　桜本センター教室案内

３～５　　かわさき多摩川マラソン2023　結果

　　６　　川崎市スポーツフェスタ2023 

　　　　　第７回「手をつなごうフェスティバル」

   　７　　青少年の家「チャレンジ体験クラブ」

　　　　　市立宮内中学校ハンドボール部　優勝報告

うで、参加した約6,000人のランナーには気温が高すぎたコンディショ
ンでした。古市場陸上競技場付近の折り返し地点では、大型のカラー
コーンを少し立ち止まってなでたり、たたいたりして折り返すランナー
が何人もいました。関係団体の皆様や多くのボランティアの方々の支え
にあらためて感謝いたします。
　今年の川崎のスポーツは、川崎フロンターレの天皇杯優勝という素晴
らしいフィナーレで幕を閉じようとしています。皆様にとって来年がよ
り良い年でありますようお祈りしております。　　　　　　　（黒田）

　新型コロナウイルスの感染拡大は、日本の感染症対
策や医療体制の弱点をあぶりだしたとも言われます。
感染はまだ収束したわけではありませんが、多くの犠
牲と献身的な取り組みによって得た学びを、私たち一
人ひとりが今後の生活に生かし、次の世代に伝えてい
きたいものです。
　11月19日に開催された「かわさき多摩川マラソン
2023」は、天気の方も少し大げさに祝福してくれたよ

編

後

集

記

かわさき多摩川マラソン 2023 ドローン撮影

■■広報誌「スポーツかわさき」はtotoの助成を受け、年間３回３万部を発行しスポーツ情報を広く発信しています。

令和５年度（公財）川崎市スポーツ協会 賛助会員加入のお願い

スポーツ協会掲示板お知らせとお願い ＜詳細は事務局まで＞

【個人会員】敬称略　１口　3,000円以上

秋山　武信

阿部　　勝

伊藤　孝光

伊藤　英樹

上田　　巌

鵜沢　英穂

大髙　常勝

岡田　千臣

荻阪　貞順

小澤　清治

加倉井浩一

片　　忠夫

片田　　実

片山　隆一

加藤　　渉

亀ヶ谷　修

川上　　修

川口　茂樹

川村　一広

菅野　和子

神林飛雄史

北村　　光

齋田　英二

税田　桂子

齊藤　義晴

齋藤　信一

栄居　　学

栄　真理江

佐藤　公一

佐野川聡史

清水ひろみ

菅野　幸夫

鈴木　達夫

鈴木　保美

関口　隆男

高柴　一彦

高田　彬成

高橋　　傳

田中　宏幸

田辺　重幸

田辺　雅章

辻本　雅一

土屋　広夫

富樫　栄子

中山　芳正

【団体会員】敬称略　１口　10,000円以上

IKSインベストメント株式会社

柿生青少年柔道会

神奈川県ボウリング連盟

株式会社アール・エヌ・ゴトー

株式会社川崎第一ホテル

株式会社川崎フロンターレ

株式会社Cyber Fight

川崎弓道会

川崎市空手道連盟

川崎市ゲートボール連合

川崎市サッカー協会

川崎市柔道協会

川崎市ソフトボール協会

川崎市卓球協会

川崎市テニス協会

川崎市なぎなた連盟

川崎市バスケットボール協会

川崎市バレーボール協会

川崎市ハンドボール協会

川崎市ボウリング協会

川崎商工会議所

川崎市陸上競技協会

川崎信用金庫

川崎大師平間寺

川崎野球協会大師支部

川崎緑土株式会社

公益財団法人神奈川県柔道整復師会

合同会社 Body Design Pro

昭和薬品工業株式会社

日本冶金工業株式会社野球部

宮前スポーツセンター

中山　紳一

野崎　房江

花木内敬雄

林　　昭義

平岡　　茂

藤田まゆみ

星　　勝義

星　　晴彦

堀越　　保

松本　　享

松本　博充

松本　　剛

松本　久子

松山　玲子

丸山　　聡

皆川　敏明

宮田光太郎

村田　　享

森　　雅昭

山内　　隆

山田よし子

山本いつき

吉田　英也

和田　雅夫

令和５年12月１日現在
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公益財団法人川崎市スポーツ協会
この広報誌はスポーツ振興くじ助成をうけています

コミュニケーションの
　　　　クリエイター

TEL.044-344-3531
FAX.044-344-3533


